
2013年 7月 1日（月）13:00～15:00 

講師：日本音楽脳育協会代表理事 金子栄美子 

「はじめてのピアノ講師×はじめてのバスティン」 

■リトミック講師からピアノ講師になる為の勉強会（参加者３名） 

   ＜参加者＞ 

・２０１２年より音脳リトミック・リズムマッサージ講師・・・2013 年６月よりピアノ教室開業 

   ・２０１２年より音脳リトミック講師になったのを切っ掛けにピアノ教室再開業 

   ・2013 年６月音脳リトミック講師資格取得。先々を考えピアノ講師の勉強を始める。 

■音脳協会講師として「リトミック教室」をしている中で、胎児期⇒ベビー期（0 歳児）⇒チャ

イルド期（１歳～３歳）のクラスを終えた生徒が「ピアノを習いたい」という要望が出てきます。

音脳リトミック講師はピアノ講師の経験がない講師もおり、リトミックで数年生徒を育て、生

徒からの要望ではじめてピアノ講師になる講師も少なくありません。    

そこで音脳協会では「はじめてのピアノ講師」になる為のアドバイスも含め、「はじめての

教材は何を使用したらよいか？」との相談が多い中、バスティン教材を希望によりすすめし

ています。 

「勉強会内容」 

■導入期にバスティンパーティーＡをすすめる理由（リトミックからパーティーＡに入りやす

い理由） 

  ・音脳リトミックで広げた音楽的感性をそのまま広げやすい。 

■バスティン教材シリーズの説明 

  ・バスティンシリーズ全体を見た上でパーティーＡへ入る必要性 



■パーティーＡの使い方   

  ・この日の参加講師の初めての生徒は小学生 ・発達障害を持つ小学生 ・幼児など

様々ですが、それぞれの発達に合わせた指導法のアドバイスをしながら、バーティーＡピア

ノ・パフォーマンスの内容に入った。 

  ・グーモーションの使い方⇒脱力とはの説明。幼児にどこまで脱力を要求できるか？ 

  ・よくあるグーモーションの悪い例   ・「どろんこ」１本指になった時の注意等。 

 

「参加講師の感想」 

教材内容が単なる弾き方だけを重点的にしているのではなく、 いかにピアノを楽しむか、

楽しめるための工夫がなされているか、本当にわかりやすかったですし、自然とアノに触れ

て好きになれる教材だなと思いました。 

  

読譜力をつけるための色んなグッズも紹介していただきながら、遊びの中での学びもあ

りその中で能力をつけさせると言うよりも無理強いせず出来る所からして行きながら、い

つの間にこんなにできたね！と上達を分かち合えたら本当に素晴らしいし、今後の生徒自

身の自信にも繋がり意欲を持たせてあげられる事でしょう。 

  

 ピアノの先生から教わったことではなく私個人的に、小学生のころから楽器に触れてき

て、自分の練習法として自分の中に楽譜を、音楽を落とし込むようにするためには練習時

に声を出しながら練習してました。声を出して楽器を奏でることでしっかりと楽曲が覚えや

すくなったような気がします。バスティン教材の中でも声を出しながら練習するところがあ

ったので、そういったところでは何か共通点があったような感じがしました。 

  どんなに小さい年齢の子でも声を出しながらピアノ、楽器を奏でるのはとても大事な事

なのではないかと思います。 

  

 固定観念を払った自由な演奏方法ーグーモーションもかなり衝撃的でした。 



 脱力の大切さ、人の一番リラックスした状態から良い響きを追求して行く・・・ 

  

今後もまずは基本的なテキストの使い方を大まかにでも良いので学びたいと思います。 

  

  

「勉強会を終えて」 

次回勉強会は  

■レッスン風景を見学の日程 

■パーティーＡ楽典（ぞう）の使い方、ピアノとパフォーマンスとの関連性 

■グッズの使い方、グッズと教本の関連性・使い方のタイミング等 

 

                              金子栄美子 


